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≪み手のなかで≫

極 寒 の 中 で

司祭 中 村 邦 介

　 　
３
月
２
日
、突
然
驚
愕
す
る
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス

が
飛
び
込
ん
で
き
た
。

　
北
ア
ル
プ
ス
唐
松
岳
で
起
こ
っ
た
滑
落
事
故
の

た
め
に
、立
教
女
学
院
の
短
大
職
員

で
あ
る
Ｎ
さ
ん
が
、山
頂
付
近
で
救

助
を
求
め
て
待
機
し
て
い
る
と
い
う

知
ら
せ
で
あ
っ
た
。し
か
も
現
在
、

救
助
隊
が
捜
索
を
断
念
す
る
ほ
ど
の

悪
天
候
の
た
め
に
、救
援
活
動
が
極

度
に
困
難
な
状
況
に
あ
る
、と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

　
翌
日
の
朝
、私
た
ち
の
切
な
る
祈

り
と
願
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、携
帯

電
話
を
首
に
か
け
て
山
の
斜
面
に
倒

れ
て
い
た
彼
が
発
見
さ
れ
た
、と
の

連
絡
を
受
け
た
。Ｎ
さ
ん
の
45
年
間
の
生
涯
の
歩

み
は
、
神
の
み
手
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
ど
こ
に
神
の
み
手
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
そ
の

よ
う
な
思
い
の
中
で
過
ご
す
う
ち
に
、Ｎ
さ
ん
が

最
後
ま
で
闘
っ
た
苦
悶
の
う
ち
に
こ
そ
、神
は
共

に
お
ら
れ
た
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

　
Ｎ
さ
ん
は
６
人
の
パ
ー
テ
ィ
―
で
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
中
に
、
同
行
の
２
人
の
女
性
が
滑
落
し
て

し
ま
い
、
し
か
も
１
人
は
足
を
骨
折
し

て
身
動
き
で
き
な
い
状
況
に
直
面
し
た

の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
彼
は
直
ち
に
救

助
を
求
め
て
山
頂
か
ら
連
絡
を
入
れ
、

そ
こ
で
ひ
た
す
ら
救
援
を
待
ち
続
け
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　
極
寒
の
中
で
強
風
に
さ
ら
さ
れ
つ
つ
、

最
善
を
尽
く
し
て
そ
の
試
練
に
立
ち
向

か
っ
た
彼
の
姿
に
、ハ
イ
キ
ン
グ
で
は
い

つ
も
一
番
後
ろ
か
ら
遅
れ
が
ち
な
学
生
に

寄
り
添
っ
て
歩
い
て
い
た
情
景
が
重
な
っ

て
見
え
る
。

　
今
回
の
遭
難
事
故
に
お
い
て
も
、彼
は
最
後
ま

で
彼
ら
し
く
振
舞
い
続
け
た
の
で
あ
る
。今
夏
、

立
教
女
学
院
関
係
者
有
志
と
一
緒
に
唐
松
岳
に
登

り
、山
頂
付
近
で
彼
の
追
悼
礼
拝
が
出
来
た
ら
と

願
っ
て
い
る
。　 

（
立
教
女
学
院
院
長
）
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１４（日）聖霊降臨後第２主日
主教巡回
　聖バルナバ教会

１５（月）エ教区協働委員会
常置・聖救主福祉会会合
財政委員会

１６（火）主教会（～１８）（ナザレ）
人権委員会（聖バルナバ）
ＩＴ特別委員会

１７（水）教役者レクイエム
礼拝音楽委員会
教役者待遇調査委員会
墓地礼拝主任者連絡会

１８（木）人権：日の丸・君が代
２１（日）聖霊降臨後第３主日

主教巡回
　大森聖アグネス教会
外濠Ｇ講演会
　　　　　（聖バルナバ）
教会音楽祭

　 （東京カテドラル）
２２（月）教役者研修会（～２４）
２３（火）銀座朝祷会
２５（木）信仰と生活委員会

月島等将来計画準備室

　　　　　

◇
６
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
野
宿
生
活
者
の
休
息
施
設
の
た
め

（
き
ぼ
う
の
い
え
）▽
東
京
教
区
神
学

生
の
た
め
（
聖
霊
降
臨
後
第
２
主
日

６
・
14
）
▽
沖
縄
教
区
の
た
め
▽
沖

縄
週
間
（
６
・
21
～
27
）
▽
エ
リ
ザ

ベ
ス
サ
ン
ダ
ー
ス
ホ
ー
ム
の
た
め

◆
教
役
者
レ
ク
イ
エ
ム

６
月
17
日
（
水
）
10
時
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
教
座
聖
堂

　
　
　
　
説
教  

今
井
烝
治
司
祭

▽
伝
道
師
梅
本
惣
吉
▽
司
祭
秋
山

基
一
▽
伝
道
師
山
口
千
里
▽
司
祭

山
縣
与
根
二
▽
司
祭
東
信
行
▽
司

祭
山
縣
雄
杜
三
▽
司
祭
伊
木
久
次

郎
▽
司
祭
宅
間
信
基
▽
司
祭
寺
井

俊
健
▽
伝
道
師
山
田
チ
ヨ
▽
司
祭

堀
正
一
▽
司
祭
山
崎
正
雄
▽
司
祭

大
野
俊
朗

今週・来週 の 予 定

　　６月１４日～２７日

◇
堅
信
受
領

５
月
17
日
　
小
金
井
聖
公
会

▽
所
和
馬
▽
吉
野
佐
紀(

小
金
井)

５
月
24
日
　
主
教
座
聖
堂

▽
半
田
孝
太(

諸
聖
徒)

▽
宮
川
恵
美

▽
宮
川
真
央
▽
金
澤
伸
子(

神
田)

▽
若
島
伸
治(

聖
マ
リ
ヤ)

▽
小
野
寺

と
み
子(

聖
救
主)

▽
鈴
木
和
子
▽
鈴

木
妙
子
▽
村
山
裕
海
▽
大
西
公
子(

目

白)

▽
徳
方
宣
子(

聖
ル
カ)

▽
田
邉
加

奈
子
▽
谷
村
香(

三
光)

▽
大
久
保
吉

陸(

聖
ア
ン
デ
レ)

５
月
31
日
　
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
教
会

　
▽
添
野
知
佳
▽
岡
崎
史
子(

立
教

女
学
院
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
礼
拝
堂)

　
▽
新
妻
靖
彰
▽
新
妻
朋
子
▽
新
妻

夏
奈
▽
名
和
田
ト
シ(

聖
マ
ー
ガ

レ
ッ
ト)

６
月
７
日
　
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
　
▽

後
藤
彩
文
▽
林
大
耀(

聖
ア
ン
デ
レ)

　
《掲
載
記
事
の
転
用
可
（事
前
連
絡
要
）》
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▽
教
役
者
宿
泊
研
修
会
　
東
京
教

区
で
奉
仕
す
る
教
役
者
を
対
象
に
聖

職
養
成
委
員
会
の
主
催
。「
こ
れ
か
ら

の
宣
教
課
題
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ

に
講
師
に
西
原
廉
太
司
祭
ら
を
迎
え

て
６
月
22
日
（
月
）
～
24
日
（
水
）
、

富
士
箱
根
ラ
ン
ド
・
ス
コ
ー
レ
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
で
。
参
加
予
定
35
人
。
　

　
▽
西
部
地
区
教
会
連
合
チ
ャ
リ

テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
　
聖
ガ
ブ
リ
エ
ル

教
会
を
含
む
中
野
・
練
馬
地
区
６
教

団
教
派
催
事
～
エ
イ
ズ
と
貧
困
に
苦

し
む
ウ
ガ
ン
ダ
を
支
援
し
て
～
。
瀬

田
の
丘
ゴ
ス
ペ
ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
出

演
。
21
日
（
日
）
14
時
、
カ
ト
リ
ッ

ク
徳
田
教
会
＝
℡
03
（
３
９
９
１
）

２
１
０
１
。
協
力
券
＝
千
円
。

　
▽
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
コ

ン
サ
ー
ト
　
教
会
創
立
１
３
０
周
年

記
念
行
事
の
一
環
、
恒
例
《
教
会
に

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
が
来
た
！
》
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
27
日
（
土
）

18
時
開
演
。
竹
下
ユ
キ
＆
ビ
ッ
グ
ウ

イ
ン
グ
・
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

出
演
。
当
日
券
２
千
円
・
前
売
券
千

８
百
円
（
全
自
由
席
）
。
チ
ケ
ッ
ト
予

約
℡
03
（
３
４
３
１
）
５
０
３
８
。

　
▽
台
東
九
条
の
会
南
部
地
区
の
集

い
　
講
演
会
「
憲
法
九
条
の
未
来
を

拓
く
」
＝
講
師
・
小
沢
隆
一
（
慈
恵

医
科
大
学
教
授
）
、
19
日
（
金
）
19

時
～
20
時
半
、浅
草
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
。

03
（
３
８
５
１
）
９
５
２
１
。

　
▽
立
教
大
学
チ
ャ
プ
レ
ン
室
「
聖

書
に
学
ぶ
会
」
講
演
会
　
対
談
《
笠

原
芳
光×

佐
藤
研
》
、
20
日
（
土
）

14
時
～
16
時
半
、立
教
大
学（
池
袋
）

12
号
館
地
下
会
議
室
。
無
料
。
照
会

℡
０
４
８-

４
７
１-

７
９
１
３（
香

山
チ
ャ
プ
レ
ン
）。

《
今
、
こ
の
教
会
で
は
…
》

　
　
　
　
　
浅
草
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会

　
毎
主
日
、「
日
曜
給
食
」
と
呼
ん
で

食
に
困
っ
て
い
る
方
々
に
お
弁
当
の

配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
今
の
社

会
情
勢
の
中
、
５
０
０
食
を
越
え
る

日
も
多
く
な
り
ま
し
た
。「
食
」
を
欠

く
生
活
は
な
に
よ
り
も
不
安
で
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
日
曜
日
に
あ
そ
こ
に

行
け
ば
必
ず
一
食
が
得
ら
れ
る
、
そ

ん
な
安
心
感
を
も
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
も
給
食
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。
活
動
の
規
模
が
大
き
く
な
る
に

つ
れ
て
、
残
念
な
が
ら
地
域
と
の
摩

擦
も
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
６
月
中

を
一
時
休
止
し
て
、
地
元
の
人
た
ち

と
行
政
へ
の
共
同
申
入
れ
の
こ
と
で

話
し
合
う
な
ど
、
な
ん
と
か
良
い
継

続
方
策
を
関
係
者
で
模
索
し
な
が
ら

進
め
て
い
ま
す
。   

　
　（
土
屋
和
則
）
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【
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
】
17

　
聖
公
会
神
学
院

　
着
任
二
年
目
を
迎
え
て

　
日
本
海
側
の
Ｎ
市
に
Ｋ
学
園
と
い

う
キ
リ
ス
ト
教
の
高
校
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、

「
自
分
探
し
の
学
校
」
。
授
業
だ
け
で

な
く
、
礼
拝
、
労
作
、
部
活
、
寮
生
活

な
ど
が
生
徒
た
ち
の「
自
分
探
し
」に

つ
な
が
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る

こ
の
学
校
の
教
育
に
、
私
は
深
い
共

感
を
覚
え
て
き
ま
し
た
。

　
　「
自
分
探
し
」
と
い
う
こ
の
学
校

の
在
り
方
に
は
、
大
い
に
惹
か
れ
る

も
の
が
あ
る
の
で
す
が
、
し
か
し
あ

え
て
、
聖
公
会
神
学
院
は
、「
自
分
探

し
の
学
校
」
で
は
な
い
と
言
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
と
言
う
の
は
、「
自
分

探
し
」の
一
段
階
を
終
え
て
、宗
教
家

と
し
て
の
聖
職
を
目
指
す
者
が
、
そ

の
献
身
の
意
志
を
確
か
め
、
固
め
る

場
が
神
学
院
で
あ
る
か
ら
で
す
。「
自

分
探
し
」
で
は
な
く
、
「
神
さ
ま
が

主
、
自
分
が
従
」
と
い
う
生
き
方
を

具
体
的
に
身
に
つ
け
る
場
で
あ
る
と

言
っ
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。

　
と
言
う
と
、
何
か
暗
い
、
固
定
的

な
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
神
学
院
は
本
来

修
練
の
厳
し
さ
と
同
時
に
、
夢
と
希

望
に
あ
ふ
れ
た
、
本
当
に
楽
し
い
と

こ
ろ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
少
な
く

と
も
私
が
神
学
生
で
あ
っ
た
こ
ろ
の

神
学
院
は
そ
う
で
し
た
。
こ
の
３
年

間
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
牧
師
と
し

て
働
く
こ
と
が
で
き
た
と
言
っ
て

も
、
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
昨
年
33
年
ぶ
り
に
東
京
へ
出
て
き

て
、
大
変
驚
い
た
の
は
、
東
京
教
区

の
多
く
の
方
々
が
神
学
院
を
何
か
暗

い
、問
題
の
あ
る
、大
変
な
と
こ
ろ
だ

と
思
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
中
に
は
私
に
理
解
で
き
る
も
の

も
、理
解
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
、そ

し
て
心
が
重
く
な
る
よ
う
な
こ
と
も

し
ば
し
ば
耳
に
し
ま
し
た
。

　
こ
の
４
月
、
神
学
院
は
新
た
に
導

入
し
た
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
を
含
め
、
新
し
い
ス
タ
ッ
フ

体
制
で
出
発
し
ま
し
た
。
課
題
山
積

で
す
が
、
私
た
ち
が
主
の
み
心
に

そ
っ
た
働
き
が
で
き
る
よ
う
、
お
祈

り
く
だ
さ
い
。

　
そ
し
て
、こ
の
学
び
舎
に
、聖
職
、

ま
た
教
会
の
奉
仕
職
を
目
指
す
、
ア

ン
ビ
シ
ャ
ス
に
溢
れ
た
人
々
を
た
く

さ
ん
送
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
、
切
に

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
聖
公
会
神
学
院
校
長

　
　
　
　
　
　
司
祭
　
広 

谷 

和 

文


